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一，

越

泰

博

隅

唐
人

　
一
驚
あ
り
、
小
舟
に
乗
り
魚
を
捉
う
。
我
が
船
を
見
て
来
り
魚
を

　
売
る
。
余
、
舟
中
を
見
る
に
、
一
僧
脆
き
て
食
を
乞
う
。
余
、
食

　
を
給
し
て
こ
れ
に
問
う
。
僧
言
う
、
「
誤
れ
儲
れ
江
南
台
州
の
小

　
旗
な
り
。
虫
々
年
虜
せ
ら
れ
て
此
に
来
り
、
削
髪
し
て
奴
と
な
る
。

　
辛
苦
に
誓
え
ず
。
宮
人
に
随
い
て
去
ら
ん
こ
と
を
願
う
」
と
。
潜

　
然
と
し
て
泣
下
る
。
倭
臼
く
、
「
米
を
給
わ
ら
ば
則
ち
悟
れ
ま
さ

　
に
此
の
僧
を
売
る
べ
し
。
官
人
買
う
や
否
や
」
と
。
余
、
僧
に
閥

　
う
、
「
湯
釜
の
島
に
界
磁
す
。
居
す
る
所
の
地
名
は
何
ぞ
」
と
。

　
僧
曰
く
、
「
罷
れ
来
り
て
転
売
せ
ら
れ
、
此
の
人
に
随
う
こ
と
二

　
年
な
り
。
此
の
如
く
海
に
浮
か
び
で
居
す
る
故
、
地
名
を
知
ら
ざ

　
る
な
り
」
と
。

　
　
被
虜
の
唐
僧
舟
底
に
脆
き
　
哀
々
と
食
を
乞
い
銀
辛
を
訴
う
　
箆
を
執

　
　
る
老
賊
は
頭
を
回
ら
し
て
語
る
　
米
を
給
わ
ら
ば
吾
れ
ま
さ
に
此
の
人

　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
を
売
る
べ
し
と

　
右
の
筆
意
は
、
～
四
二
〇
年
（
日
本
応
永
二
十
七
年
・
朝
鮮
世
宗
二
年
・

明
永
楽
十
八
年
）
、
日
本
へ
の
使
節
と
し
て
漢
城
（
ソ
ウ
ル
）
・
京
都
闘
を
往

復
し
た
宋
雑
詠
が
、
対
馬
島
西
泊
に
到
着
後
見
た
と
い
う
光
景
を
記
し
た
有

名
な
一
節
で
あ
る
。

　
一
四
一
九
年
（
日
本
応
永
二
十
六
年
・
朝
鮮
世
態
元
年
・
明
永
楽
十
七
年
）
、

日
本
で
は
悠
永
外
憲
、
朝
鮮
で
は
己
亥
東
征
と
呼
ん
で
い
る
事
件
が
発
生
し

た
。
朝
鮮
が
倭
籏
の
根
拠
地
を
た
た
く
澤
的
で
、
対
馬
を
攻
撃
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
室
町
幕
鰐
は
、
朝
鮮
の
真
意
を
探
ら
せ
る
た
め
、

大
蔵
経
求
請
に
託
し
て
、
無
涯
亮
幌
・
平
方
吉
久
を
使
者
と
し
て
朝
鮮
に
送

っ
た
。
翌
一
四
二
〇
年
、
朝
鮮
は
要
求
通
り
大
蔵
経
を
与
え
る
と
と
も
に
、

文
臣
宋
希
環
を
日
本
回
礼
使
と
し
て
無
涯
ら
の
帰
国
に
同
行
さ
せ
た
。
希
環
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は
閾
正
月
十
五
田
に
ソ
ウ
ル
を
出
発
し
、
四
月
二
十
一
日
京
都
に
到
着
、
六

月
L
T
六
環
而
付
需
｝
足
利
ψ
馬
持
に
沼
岡
一
挙
ー
ソ
（
傷
後
、
　
阿
同
二
ふ
i
七
口
q
伽
羅
都
’
曾
た
詣
つ
、
　
十

月
二
十
五
日
ソ
ウ
ル
に
帰
着
し
た
。
こ
の
間
九
カ
月
余
り
の
見
聞
や
行
動
を
、

五
言
や
七
言
の
漢
詩
と
散
文
の
序
と
い
う
形
式
で
記
録
し
、
復
命
後
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
ま
と
め
て
｝
書
と
し
た
も
の
が
『
老
松
鶏
日
本
行
録
』
で
あ
り
、
本
書
は
、

当
時
の
霞
本
社
会
の
実
情
を
詳
細
に
記
し
た
貴
重
な
史
料
と
し
て
評
価
が
高

い
。

　
さ
て
、
右
の
記
事
は
、
こ
の
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
の
一
節
で
あ
る
「
，
母

中
雑
詠
五
首
し
の
中
の
「
唐
人
偏
と
い
う
項
で
あ
る
が
、
こ
の
被
虜
唐
僧
に

関
す
る
部
分
は
、
秋
山
謙
蔵
氏
が
昭
和
八
年
に
発
表
さ
れ
た
「
謡
曲
『
唐
船
』

と
「
三
三
」
し
（
『
布
村
博
土
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
富
山
房
）
の
中
で
紹
介

さ
れ
て
以
来
、
被
虜
人
に
つ
い
て
触
れ
る
場
合
、
常
に
紹
介
さ
れ
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
被
虜
人
が
い
か
な
る
労
働
に
必
要
で
、
倭
冠
に

捕
え
ら
れ
、
売
買
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
の
実
態
を
示
す
、
き
わ
め
て
数
少

な
い
史
料
と
し
て
貴
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
従
来
こ
の
よ
う
に

捕
虜
に
な
っ
た
後
の
被
虜
人
の
存
在
形
態
を
知
る
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て

来
た
の
で
あ
っ
て
、
当
該
密
法
唐
革
が
即
戦
に
捕
ら
え
ら
れ
る
以
前
は
ど
の

よ
う
な
経
歴
の
人
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
い
か
な
る
状
況
の
下
で
倭
憲

の
捕
虜
に
な
っ
た
の
か
、
な
ど
の
点
に
は
殆
ど
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
日
明
関
係
史
上
か
ら
み
れ
ば
、
き
わ
め
て

さ
さ
い
な
事
柄
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
時
の
親
雪
を
め
ぐ
る
虜
の
歴

史
酌
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
当
該
被
溝
唐
僧
の
素
性
・
経
歴
・
廻
船
の
捕
虜

と
な
っ
た
経
緯
、
な
ら
び
に
こ
の
財
界
唐
僧
の
事
例
と
他
の
被
虜
事
例
と
の

関
連
性
な
ど
に
つ
い
て
、
や
や
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
少
し
く
試
み
て
み
た
い

と
思
う
。

　
①
　
宋
希
斑
著
・
村
井
章
介
校
注
『
老
松
堂
日
本
行
録
一
朝
鮮
随
節
の
見
た
中
琶
目

　
本
－
』
（
岩
波
文
摩
、
一
九
八
七
年
）
四
〇
頁
。

　
②
村
井
氏
、
前
掲
書
、
解
説
二
九
一
頁
。
中
村
栄
孝
「
門
月
峯
海
上
録
」
と
「
老

　
松
堂
日
本
行
録
」
」
（
『
二
本
歴
史
』
第
～
七
三
号
、
　
一
九
六
三
年
）
、
闘
「
「
老
松

　
　
堂
ヨ
本
行
録
」
（
井
上
本
）
の
景
印
に
よ
せ
て
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
第
四
五
号
、
　
一

　
　
九
六
七
年
）
。

　
③
関
周
一
「
倭
魅
に
よ
る
被
虜
人
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
五
一

　
　
九
弩
、
一
九
九
～
年
）
一
三
頁
。

二

　
右
の
記
事
に
言
及
さ
れ
た
最
も
新
し
い
研
究
は
、
～
九
九
一
年
八
月
に
発

表
さ
れ
た
、
関
周
一
氏
の
「
倭
憲
に
よ
る
被
軍
人
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
臼

本
歴
史
』
第
五
一
九
号
）
で
あ
る
。
関
氏
は
、
『
老
松
堂
矯
本
行
録
』
の
看

の
一
節
を
引
用
し
て
説
明
を
加
え
ら
れ
た
後
、

　
　
右
の
史
料
か
ら
、
被
下
人
に
つ
い
て
特
に
次
の
三
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
　
①
中
国
江
爾
台
州
の
人
が
、
被
虜
人
に
な
り
、
転
売
さ
れ
て
い
る
。
②
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彼
は
、
漁
師
（
海
民
）
に
捕
わ
れ
、
使
役
さ
れ
て
い
る
。
③
彼
は
、
奴

　
　
に
な
る
際
、
髪
を
翔
ら
れ
、
僧
体
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
を
使
役

　
　
す
る
漁
師
は
、
①
海
に
浮
か
ん
で
生
活
す
る
者
で
あ
り
、
②
米
と
の
交

　
　
換
で
彼
を
売
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
一
四
頁
）

と
述
べ
、
被
傷
人
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
か
な
り
絞
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

宋
希
環
が
被
麗
人
に
あ
っ
た
当
時
で
の
有
り
様
は
、
関
氏
の
指
摘
さ
れ
た
②

③
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
被
吾
人
の
前
歴
に
か
か
わ
る
①
の
部
分
も
、
同
調

し
得
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
に
は
や
や
異
議
が
あ
る
。

　
と
い
う
の
は
、
こ
の
舌
端
唐
人
が
中
国
台
州
の
人
で
あ
る
と
い
え
る
か
ど

う
か
は
な
は
だ
疑
問
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
通
常
、
「
山
州
の
人
」
と
あ
れ

ば
、
こ
れ
は
台
州
を
出
身
地
と
す
る
も
の
、
と
い
う
意
味
に
な
る
と
思
わ
れ

る
が
、
右
の
史
料
を
も
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
正
鵠
を
う
る

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、
実
は
、
問
題
な
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
「
下

れ
上
れ
江
南
台
州
の
小
旗
な
り
。
」
と
あ
り
、
原
文
に
も
確
か
に
「
我
是
江
南

台
州
小
旗
。
」
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
台
州
の
人
1
1
台
州
の
出
身
者
で
あ
る

と
断
定
す
る
こ
と
に
問
題
は
全
く
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
多
い

と
思
わ
れ
る
が
、
決
し
て
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
関
氏
は
、
被
虜
唐
人
の
身
の
上
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て
、

　
　
希
環
は
、
食
糧
を
与
え
、
僧
の
境
遇
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
僧
は
、
自
分

　
　
は
中
国
江
南
台
州
の
小
旗
で
あ
る
が
、
二
年
前
（
一
四
一
八
年
）
に
被

　
　
虜
人
と
な
り
、
こ
こ
に
来
て
、
髪
を
削
ら
れ
て
奴
と
な
っ
た
。
辛
苦
に

　
　
癒
え
な
い
の
で
、
自
分
を
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
、
と
答
え
、
涙
を
流
し

　
　
た
。
（
一
四
頁
）

と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
「
台
州
の
小
旗
」
の
小
旗
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

理
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
島
島
の
理
解
は
、
右
に
引
用
し
た
部
分
か
ら

は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
の
小
旗
を
正
し
く
理
解
す
る
な
ら
ば
、

江
南
台
州
の
人
と
い
う
ふ
う
に
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
小
旗
に
つ
い
て
、
従
来
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
上
で
最
も
適
切
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、

近
年
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
に
詳
細
な
訳
注
を
施
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
村
井

章
介
氏
の
文
字
通
り
の
労
作
『
老
松
古
言
本
行
録
i
朝
鮮
使
節
の
見
た
中
世

日
本
…
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
）
で
あ
ろ
う
。
「
舟
中
雑
詠
五
首
」
の

中
の
「
唐
人
」
は
、
村
井
氏
の
区
分
に
従
え
ば
、
校
注
書
の
第
三
六
節
に
な

る
が
、
「
唐
人
」
の
項
で
氏
が
付
せ
ら
れ
た
注
は
、
「
心
意
」
・
「
小
旗
」
・
「
門

島
」
の
三
ヶ
所
で
あ
る
。
今
煩
を
厭
わ
ず
、
そ
れ
ら
を
引
用
す
る
と
、
つ
ぎ

の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
台
州
一
1
現
在
の
巻
斗
省
臨
海
市
。
同
省
南
部
の
主
要
港
の
ひ
と
つ
。

　
　
小
旗
！
未
詳
。

　
　
潜
然
一
鎖
の
さ
め
ざ
め
と
流
れ
る
さ
ま
。

　
「
唐
人
」
の
項
の
、
以
上
の
よ
う
な
注
の
中
で
、
被
虜
唐
人
の
来
歴
を
知
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る
う
え
で
最
も
重
要
な
キ
…
ク
ー
ド
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
、
小
旗
」
を
、

村
井
氏
は
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
節
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

秋
山
謙
蔵
氏
が
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
欝
欝
人
研
究
に
お
い
て
は
必
ず
論
及
さ

れ
る
史
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
村
井
氏
の
未
詳
と
さ
れ
た
、

こ
の
「
小
旗
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
秋
山
氏
の
論
稿
が
発
表
さ
れ
た

昭
和
八
年
以
来
、
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
曖
昧
な
ま
ま
、
や

り
過
ご
さ
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
結
果
を
う
け
て
、
村
井

氏
の
校
注
で
も
、
未
詳
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、

こ
の
記
事
を
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
秋
山
氏
の
論
稿
「
晶
群
『
唐
船
』

と
「
倭
憲
」
」
の
な
か
で
は
、
こ
の
「
小
旗
」
に
つ
い
て
の
注
釈
・
説
明
の
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
①
　
『
老
松
堂
日
本
行
録
臨
の
該
当
箇
所
前
後
を
引
用
す
る
の
に
ヤ
た
っ
て
、
秋
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
で
　
　
へ

　
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
「
自
分
は
も
と
江
南
台
州
の
小
旗
で
、

　
　
一
昨
年
捕
へ
ら
れ
て
此
処
へ
来
、
髪
を
削
っ
て
奴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
辛
苦

　
に
た
へ
な
い
か
ら
、
何
卒
貴
下
に
随
っ
て
表
り
た
い
。
」
（
前
掲
「
謡
曲
『
唐
船
』

　
と
「
倭
冠
」
」
、
六
二
頁
。
傍
点
は
引
馬
者
付
。
）

三

　
そ
れ
で
は
、
小
旗
と
は
何
か
。
こ
れ
は
、
明
代
軍
制
上
に
お
け
る
ポ
ス
ト

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
　
　
介
の
布
衣
か
ら
身
を
お
こ
し
、
つ
い
に
天
下
統
一
を

な
し
と
げ
、
全
中
国
の
新
た
な
支
配
者
と
な
っ
た
明
の
太
祖
洪
武
帝
は
、
そ

の
三
十
一
年
に
亙
る
治
世
の
間
に
様
々
な
制
度
を
確
立
し
、
王
朝
盤
石
の
土

台
を
築
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
諸
制
度
の
申
で
、
軍
事
制
度
の
基
幹
を

な
す
も
の
と
し
て
創
設
し
た
の
が
黒
帯
制
度
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、

諸
所
制
度
は
、
百
戸
所
（
一
一
二
軍
）
を
基
礎
単
位
と
し
て
、
そ
の
百
戸
所

を
十
あ
つ
め
て
千
戸
所
（
～
一
二
〇
軍
）
を
形
成
し
、
五
つ
の
千
戸
所
で
一

衛
を
組
織
す
る
と
い
う
の
が
二
本
書
算
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
原
躍

と
異
な
る
勘
所
も
多
々
見
ら
れ
た
が
、
と
も
か
く
、
明
代
初
期
に
は
全
国
に

衛
は
三
二
九
、
守
禦
千
戸
所
は
六
五
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
に
み
え
る
衛
の
総

数
は
、
京
師
に
置
か
れ
た
親
軍
衛
・
警
衛
と
地
方
に
設
置
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

外
衛
と
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
親
軍
衛
は
錦
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

衛
等
十
二
衛
、
京
衛
は
三
十
五
衛
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
残
り
は
す
べ
て
外
衛
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
配
置

状
況
に
あ
る
衛
所
に
お
い
て
、
そ
の
統
括
に
は
、
衛
は
指
揮
使
、
千
…
戸
所
は

正
千
戸
、
百
戸
所
は
百
戸
が
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
配
下
の
軍
兵
を
統
べ
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
細
か
く
言
え
ば
、
指
揮
使
の
下
に
は
指
揮
同
語
・
揖
揮
簸

事
が
あ
り
、
正
千
戸
の
下
に
は
副
千
戸
が
あ
り
、
百
戸
の
下
に
は
試
百
戸
が

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
総
旗
が
お
り
、
小
旗
が
い
た
の
で
あ
る
。
小
旗
と

は
、
こ
の
よ
う
な
衛
所
制
度
の
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
総
旗
は
五

小
旗
、
つ
ま
り
五
十
人
の
兵
を
率
い
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
小
旗
は
そ

の
五
分
の
一
の
兵
十
人
を
率
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
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小
旗
は
、
こ
の
よ
う
に
全
く
の
一
兵
卒
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ
た
が
、
し

か
し
衛
所
制
度
に
あ
っ
て
は
、
衛
所
宮
と
呼
べ
る
の
は
官
贔
を
有
す
る
も
の

だ
け
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
上
は
正
三
品
の
竜
戴
を
有
す
る
指
揮
使
か
ら
、

下
は
従
六
品
の
亘
戸
ま
で
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
以
外
の
総
旗
・

小
旗
な
ら
び
に
単
な
る
軍
兵
は
官
口
順
も
有
せ
ず
、
世
襲
者
の
い
な
い
場
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

退
休
々
の
経
済
的
保
障
制
度
と
も
い
う
べ
き
優
養
制
な
ど
の
恩
恵
に
預
か
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
旗
と
い
う
身
分
は
、
心
経
官
で
は

な
く
、
か
と
い
っ
て
衛
所
軍
そ
の
も
の
で
も
な
い
と
い
う
、
言
わ
ば
衛
所
官

と
衛
所
軍
と
の
中
闘
に
位
置
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
回
礼
使
宋
希
環
が
対
馬
島
西
泊
に
到
着
後
見
た
と
い
う
被
虜
室
員
は
、
倭

憲
に
拉
致
さ
れ
る
ま
で
は
こ
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
に
あ
っ
た
軍
人
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
か
れ
が
以
前
に
就
い
て
い
た
ポ
ス
ト
が
解
れ
ば
、
台

州
と
い
う
の
は
、
行
政
区
画
と
し
て
の
漸
江
の
台
州
府
を
さ
す
の
で
は
な
く
、

実
は
小
旗
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
被
虜
唐
僧
が
軍
人
と
し
て
所
属
し
て
い

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
台
州
衛
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軍
人
と
し
て
の
ポ

ス
ト
に
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
の
適
所
に
も
所
属
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
な
か
っ
た
。
明
代
の
戸
籍
制
度
の
最
大
の
特
徴
は
、
職
業
に
よ
っ
て
、

そ
の
戸
籍
が
軍
・
民
・
匠
・
瞳
な
ど
に
大
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
軍

戸
は
兵
部
、
松
戸
は
州
県
、
匠
戸
は
工
部
、
門
戸
は
塩
課
司
の
各
管
轄
に
属

し
、
そ
の
統
括
機
関
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
統
治
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
明
の
初
期
に
軍
戸
に
い
れ
ら
れ
た
家
は
、
代
々
軍
戸
と
し
て
庶
弟
ま

で
続
い
た
訳
で
あ
ヴ
、
被
骨
身
僧
が
以
前
に
就
い
て
い
た
小
旗
の
ポ
ス
ト
も

祖
父
や
父
か
ら
世
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
永
楽
楽
暗
に

お
い
て
は
、
台
州
衛
の
小
旗
と
し
て
配
属
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
衛
所
官
・
衛
皇
軍
と
も
、
世
襲
で
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、

当
該
被
虜
謄
僧
が
倭
竃
に
つ
れ
去
ら
れ
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
あ
と
も
当
然
、

そ
の
親
族
の
だ
れ
か
　
　
優
先
順
位
か
ら
言
え
ば
、
嫡
長
男
・
面
長
孫
↓
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

嫡
男
・
庶
長
子
の
順
に
な
る
が
一
が
、
後
を
継
ぎ
小
旗
一
7
嚇
な
っ
た
で
あ
ろ

h
つ
。

　
衛
所
官
・
衛
所
軍
が
配
属
さ
れ
た
衛
所
所
在
の
府
・
州
が
、
当
該
衛
所
宮

軍
に
と
っ
て
の
、
も
と
も
と
の
本
貫
地
で
あ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

台
州
権
に
所
属
す
る
衛
所
官
軍
の
翻
身
地
が
、
同
じ
く
台
州
衛
の
設
置
さ
れ

た
台
州
府
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
稀
な
の
で
あ
る
。
朱

再
誕
、
す
な
わ
ち
即
位
以
前
の
洪
武
帝
が
、
元
仁
の
群
雄
割
拠
の
時
代
に
勢

力
を
伸
張
し
始
め
た
と
き
、
そ
の
最
も
基
本
兵
力
に
な
っ
た
の
は
、
〃
従
軍
”

あ
る
い
は
〃
砂
錫
”
と
称
せ
ら
れ
る
、
鼻
元
糠
の
起
三
時
か
ら
付
き
従
っ
て

い
た
兵
力
で
あ
っ
た
。
多
く
は
か
れ
の
故
郷
の
濠
州
と
そ
の
周
辺
で
集
め
ら

れ
た
も
の
た
ち
で
あ
っ
た
。
明
初
に
軍
戸
と
い
う
籍
に
入
れ
ら
れ
た
過
程
を

類
別
す
る
と
、
右
に
述
べ
た
〔
1
】
従
軍
・
従
征
、
　
の
外
に
は
、
【
且
】
帰

期
（
　
兀
末
明
初
、
柴
元
素
軍
に
よ
っ
て
捌
平
さ
れ
た
群
雄
お
よ
び
元
の
鋒
軍
）
、
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倭冠及び被虜人と明海防軍（川越）

【
皿
】
歯
群
（
犯
罪
に
よ
っ
て
軍
に
落
と
さ
れ
た
も
の
）
、
門
W
】
藥
集
（
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

間
よ
り
徴
集
し
た
も
の
）
な
ど
の
方
法
に
分
け
ら
れ
る
。
胴
元
璋
は
【
一
】

の
従
軍
を
核
と
し
て
、
そ
の
兵
力
に
【
H
】
の
帰
付
に
よ
る
も
の
、
【
W
ロ

の
雛
集
に
よ
る
も
の
な
ど
を
包
含
し
つ
つ
、
拡
大
膨
張
し
て
行
く
わ
け
で
あ

る
が
、
明
朝
成
立
後
は
、
天
下
統
…
に
寄
与
し
た
こ
れ
ら
の
軍
兵
を
、
中
國

全
土
に
分
散
設
置
し
た
置
所
に
再
配
置
し
た
の
で
あ
る
。

　
宋
希
瑳
が
対
馬
で
会
っ
た
被
虜
滑
茸
の
先
祖
が
軍
戸
に
入
れ
ら
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
解
ら
な
い
が
、
右
の
諸
方
法
の
い
ず
れ
で
軍
戸
に
入
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
後
も
人
事
異
動
と
も
い
う
べ
き
衛
所
官
軍
の
移
衛
は
恒
常
的
で

　
　
　
⑥

あ
っ
た
し
、
甥
で
あ
る
第
二
代
皇
帝
の
建
文
帝
と
の
ま
る
三
年
に
亙
る
血
で

血
を
洗
う
靖
難
の
役
に
勝
利
し
た
永
楽
帝
は
、
即
位
後
謹
聴
・
建
文
二
朝
を

支
え
た
軍
事
力
と
し
て
の
国
所
制
度
の
解
体
と
新
政
権
の
軍
事
的
基
盤
と
す

る
べ
き
そ
の
再
編
成
と
い
う
、
大
き
な
目
論
み
の
中
で
、
積
極
的
か
つ
意
図

的
に
人
的
な
面
で
の
大
掛
か
り
な
全
国
的
規
模
で
の
配
置
転
換
を
実
行
し
た

　
　
　
⑥

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
衛
所
に
、
そ
の
地
元

た
る
府
や
州
を
本
貫
地
と
す
る
も
の
が
所
属
す
る
と
い
う
例
は
、
も
し
あ
っ

た
と
し
て
も
極
め
て
稀
な
ケ
…
ス
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
衛
所
制
度

の
も
つ
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
か
ら
い
っ
て
も
、
か
の
南
勢
唐
僧
は
、
台

州
衛
の
所
属
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
台
州
府
の
出
身
者
で
あ
っ
た
と
断
言
す

る
こ
と
は
甚
だ
難
し
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
被
虜
聖
遷
が
、
も
と
も
と
予
州
衛
の
小
旗
で
あ
ウ
た
と

す
れ
ば
、
か
れ
は
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
昇
平
の
捕
虜
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
①
山
崎
清
一
「
鐡
代
兵
制
の
研
究
（
一
）
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
九
三
号
、
一
九

　
　
四
一
年
）
一
コ
…
二
二
頁
。

　
②
　
優
養
な
る
用
語
の
概
念
と
実
態
な
ら
び
に
そ
の
世
襲
上
に
果
し
た
役
割
に
つ
い

　
　
て
は
、
拙
稿
「
明
代
優
養
制
の
研
究
…
主
唱
官
研
究
の
へ
節
と
し
て
…
レ
（
『
中
央

　
　
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
第
三
六
号
、
一
九
九
｝
年
）
で
や
や
詳
し
く
考
察
し

　
　
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
③
拙
稿
「
明
代
衛
所
官
の
借
職
と
性
襲
欄
度
駄
（
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
臨
史
学

　
　
科
第
三
顕
号
、
　
一
九
八
九
年
）
。

　
④
　
『
明
史
臨
巻
九
十
一
、
兵
志
二
、
衛
所
。

　
⑥
　
移
衛
の
具
体
的
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鍔
代
衛
所
官
の
来
衛
形
態
に
つ
い

　
　
て
…
玉
林
衛
の
場
合
…
」
（
『
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
お
け
る
社
会
と
文
化
－
岡
本
敬
二

　
　
先
生
退
官
記
念
論
文
集
－
輪
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）
、
「
明
代
衛
所
官
の
来

　
　
衛
形
態
に
つ
い
て
1
西
安
左
衛
の
場
合
i
」
へ
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
輪
史
学
科

　
　
第
三
〇
号
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。

　
⑥
拙
稿
「
二
三
の
役
後
に
お
け
る
燕
王
庭
下
の
衛
三
三
に
つ
い
て
」
（
『
山
根
幸
夫

　
　
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢
隔
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。

四

　
衛
所
の
中
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
の
は
、
虫
唾
全
土
に
分
散
設
置
さ
れ

た
外
衛
で
あ
る
が
、
　
こ
の
外
衛
を
そ
の
機
能
面
か
ら
み
る
と
、
【
1
】
戌
軍

（
守
城
・
巡
回
に
従
事
）
、
【
2
】
屯
軍
（
軍
屯
の
耕
作
に
従
事
）
、
【
3
】
運
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軍
（
漕
運
に
従
事
）
、
【
4
】
班
軍
（
京
師
に
交
替
で
上
っ
て
勤
務
す
る
番
上
、

辺
境
に
交
替
で
勤
務
す
る
番
成
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
外
衛
の
機
能
は
、
基
本

的
に
は
、
以
上
の
四
機
能
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

概
括
的
に
見
る
と
、
衛
所
の
支
配
的
な
機
能
形
態
は
、
〔
1
】
王
城
・
屯
田
、

【
2
】
守
城
・
屯
田
・
漕
運
、
門
3
】
守
城
・
屯
田
・
班
軍
、
【
4
】
孤
城
・

詳
知
・
漕
運
・
班
軍
の
四
類
型
に
集
約
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
的
な

両
所
の
活
動
形
態
は
、
戌
軍
に
よ
る
浮
城
と
衛
所
の
経
済
基
礎
を
な
す
屯
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
っ
た
と
書
え
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
守
備
活
動
は
一
律
で
あ
っ
た
訳
で

は
な
く
、
そ
の
衛
所
の
設
置
さ
れ
た
立
地
条
件
に
よ
っ
て
、
辺
防
を
主
体
と

す
る
も
の
、
海
防
を
主
体
と
す
る
も
の
、
単
に
捕
盗
を
主
体
と
す
る
も
の
な

ど
様
々
で
あ
っ
た
。

　
衛
駈
が
そ
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
台
州
衛
は
、

…
体
そ
の
中
の
如
何
な
る
機
能
を
有
す
る
忍
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

壱
州
衛
の
設
置
さ
れ
た
台
州
は
、
漸
江
省
の
東
部
沿
海
に
あ
り
、
東
は
東
海

に
臨
み
、
地
区
内
に
は
天
台
・
括
蒼
山
な
ど
名
由
が
あ
り
、
中
部
を
貫
流
す

る
商
事
は
台
州
湾
に
注
ぎ
、
海
岸
線
は
曲
折
に
富
み
、
玉
環
島
を
は
じ
め
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

小
の
島
が
多
い
と
い
う
地
理
的
環
境
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
台
岳
衛
は
、

以
上
の
よ
う
な
立
地
の
場
所
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
海
防

体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
沿
海
衛
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
お
か
し
く

な
い
で
あ
ろ
う
。
元
朝
無
期
か
ら
顕
著
に
な
る
海
賊
・
倭
憲
及
び
海
島
に
拠

っ
た
群
雄
の
跳
梁
…
厭
魑
は
、
中
国
の
沿
海
居
民
を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
陥
れ
た
。

そ
の
た
め
、
明
朝
は
、
建
国
当
初
よ
り
、
海
防
体
制
の
形
成
に
力
を
傾
注
し

た
の
で
あ
る
が
、
創
成
期
に
お
け
る
海
防
体
制
は
、
沿
海
衛
・
守
禦
千
戸
所
・

営
・
水
弾
・
押
手
の
諸
軍
事
機
関
よ
り
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
中
核
的
機

関
を
な
す
の
が
沿
海
衛
で
あ
り
、
守
白
骨
戸
所
は
衛
を
補
完
し
、
そ
れ
以
外

の
機
関
は
衛
所
の
前
進
基
地
で
あ
っ
た
。
営
・
水
塞
・
蜂
候
の
間
に
お
い
て

は
、
編
成
・
組
織
上
の
秩
序
関
係
は
勿
論
、
相
互
的
な
軍
兵
の
調
擾
関
係
も

な
く
、
こ
れ
ら
の
機
関
に
は
い
ず
れ
も
衛
断
か
ら
軍
兵
が
派
遣
さ
れ
て
機
能

し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
海
防
に
か
か
わ
る
諸
軍
事
機
関
は
、
沿

海
衛
を
中
心
と
し
て
、
そ
し
て
そ
の
周
辺
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
機
関
が
列

置
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
海
防
体
制
は
、
沿
海
衛
の
存
在
な
し
に
は
存
立
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
い
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
台
州
衛
が
設
置
さ
れ
た
地
域
の
立
地
条
件
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
台
州
衛

は
、
海
防
体
制
の
一
翼
を
担
う
沿
海
衛
と
し
て
設
置
さ
れ
た
と
見
な
し
て
も

殆
ど
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
こ
う
し
た
海
防
的
機
能
を
担

っ
た
沿
海
衛
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
総
合
的
な
記
載
の
見
ら
れ
る
明
人
鄭

若
曾
の
『
簿
海
図
編
』
に
は
、
肝
心
な
こ
の
台
州
衛
の
名
が
見
え
な
い
の
で

あ
る
。
年
三
に
設
置
さ
れ
た
沿
海
衛
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
巻
五
、
湖
将
兵

防
官
考
に
、
「
雪
曇
衛
、
温
州
衛
、
海
門
衛
、
盤
石
衛
、
松
門
衛
、
昌
国
衛
、

定
海
鳥
、
観
海
衛
、
臨
山
衛
、
紹
興
衛
、
鷹
隷
都
司
、
海
寧
衛
臨
と
、
＋
二
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に
上
る
衛
の
名
が
み
え
る
が
、
今
問
題
に
し
て
い
る
台
州
衛
の
名
は
見
い
だ

せ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
甑
江
に
設
置
さ
れ
た
沿
海
衛
の
み
な
ら
ず
、

『
簿
…
海
図
編
』
の
こ
れ
ら
沿
海
衛
に
関
す
る
記
事
に
は
全
く
聞
題
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
か
つ
て
、
筆
者
は
、
本
書
の
沿
海
衛
に
関
す
る
記
事
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
諸
衛
に
つ
い
て
は
、

厳
密
な
批
判
を
要
し
、
ま
た
若
干
脱
漏
の
た
め
追
加
す
べ
き
も
の
も
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
右
に
掲
げ
た
漸
江
設
置
の
諸
衛
に
関
し
て
言
え
ば
、
ま
ず
不
要

な
の
は
直
隷
都
司
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
漸
江
に
お
い
て
、
直
隷
な
る
名
称

は
そ
ぐ
わ
な
い
し
、
都
司
（
都
指
揮
司
）
も
下
は
衛
所
を
統
括
し
、
上
は
墨

筆
都
督
府
に
従
属
し
た
機
関
で
あ
っ
て
、
自
ら
固
有
の
軍
兵
を
保
有
し
、
そ

の
軍
兵
を
率
い
て
出
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
『
総
海
図
編
』
に
お
い
て
は
、
漸
江
に
か
か
る
直
隷

都
司
な
る
名
称
の
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
『
聖
君
漸
江
通
志
』
巻
五
十
七
、
経
武
志
、
第
九
之
一
に
よ
る
と
、

　
　
沿
海
特
設
備
倭
者
臼
、
…
…
、
直
隷
都
司
嘉
日
…
…

と
あ
っ
て
、
「
直
隷
都
三
者
」
は
、
「
沿
海
の
特
に
備
倭
を
設
け
し
老
」
と
並

列
的
に
書
か
れ
て
い
る
。
同
じ
く
巻
十
三
、
建
輪
重
、
第
二
之
一
に
も
、

　
　
甑
江
都
指
揮
使
司
、
国
事
政
司
西
、
元
蒔
為
行
宣
政
院
、
明
興
、
洪
武

　
　
三
年
都
指
揮
使
徐
司
馬
即
其
地
、
建
杭
州
王
都
指
揮
壷
焼
、
八
年
改
今

　
　
名
、
…
…
凡
衛
皆
設
経
歴
司
鎮
撫
司
左
右
中
前
後
千
戸
所
、
其
所
夜
直

　
　
隷
郡
司
雨
着
六
、
　
岡
同
海
寧
｛
寸
御
耶
工
⊥
戸
所
、
　
日
宥
加
藩
命
禦
工
⊥
戸
所
、
　
日
湖
州

　
　
寺
禦
千
戸
厨
、
田
幻
象
守
難
行
戸
所
、
田
金
華
守
禦
千
戸
所
、
日
衡
州

　
　
守
嘉
酒
戸
所
。

と
あ
る
が
、
肝
心
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
「
そ
れ
所
の
都
司
に
直
隷
す

る
も
の
は
六
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
守
谷
千
戸
班
の

上
部
機
関
へ
の
従
属
形
態
に
は
、
【
1
】
衛
に
隷
属
す
る
、
〔
2
】
都
司
に
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

接
隷
属
す
る
、
【
3
“
直
接
陸
軍
都
督
府
に
隷
属
す
る
、
の
三
様
が
あ
っ
た
。

い
ま
問
題
に
し
て
い
る
「
直
隷
都
司
」
と
は
、
そ
れ
ら
三
様
の
従
属
形
態
の

中
の
ひ
と
つ
を
指
す
の
で
あ
り
、
漸
江
に
設
置
さ
れ
た
総
計
三
八
の
近
位
千

　
　
　
　
　
⑥

戸
所
の
う
ち
で
、
漸
江
都
司
に
薗
接
隷
属
し
た
の
が
、
右
に
引
用
し
た
『
漸

江
通
志
』
に
み
え
る
海
寧
守
禦
千
戸
噺
以
下
の
六
千
戸
所
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
「
薗
能
都
司
」
を
、
徳
江
に
設
置
さ
れ
た
固
有
の
軍
事

機
関
の
名
称
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鄭

若
曾
が
『
籍
海
図
編
』
の
中
に
誤
っ
て
入
れ
た
の
は
、
依
拠
し
だ
資
料
を
誤

読
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
う
。
郷
若
曾
は
、
明
の
巌
巌
年
間
、
倭
竃
鎮

圧
に
功
績
の
あ
っ
た
漸
直
総
督
胡
宗
憲
の
幕
下
で
、
倭
憲
に
対
す
る
海
防
書

と
し
て
知
ら
れ
る
前
記
の
『
簿
海
図
編
』
の
ほ
か
、
『
江
南
経
略
』
・
『
海
防
図

論
』
・
『
海
運
全
図
』
『
万
里
海
防
』
『
黄
河
全
図
』
『
黄
河
議
』
な
ど
の
著
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
る
著
名
な
地
理
学
者
で
あ
る
が
、
『
器
海
図
編
』
に
断
々
不
備
が
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
⑧

は
否
定
し
が
た
い
。
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さ
て
、
そ
れ
で
は
脱
漏
の
た
め
に
追
加
す
べ
き
沿
海
衛
は
と
い
う
と
、
寧

波
衛
・
杭
州
右
衛
と
台
州
衛
の
三
衛
が
指
摘
で
き
る
。
寧
波
衛
と
杭
州
看
衛

に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
直
接
関
係
が
な
い
の
で
ふ
れ
な
い
が
、
台
州
衛
が
海

防
機
能
を
有
す
る
沿
海
衛
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

『
太
祖
実
録
』
追
録
六
年
七
月
丙
寅
の
条
に
、

　
　
台
州
衛
兵
、
出
海
捕
倭
、
獲
倭
夷
七
十
四
人
・
船
二
艘
、
追
還
被
曝
男

　
　
女
四
人
。

と
あ
る
の
や
、
あ
る
い
は
、
同
じ
く
洪
武
八
年
四
月
丙
申
の
条
に
、

　
　
命
靖
寧
僕
葉
昇
、
巡
行
温
・
台
・
福
・
興
・
潭
・
泉
・
潮
州
等
時
、
督

　
　
造
影
倭
海
船
。

と
あ
る
の
を
引
用
す
れ
ば
、
十
分
越
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
籍
海
図
編
』
に
は
脱
漏
し
て
い
る
が
、
台
州
衛
は
、

倭
寵
な
ど
に
対
す
る
海
防
的
機
能
を
主
と
す
る
沿
海
衛
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
沿
海
衛
が
そ
の
海
防
活
動
を
遂
行
し
て
行
く
う
え
で
最
も
不
可
欠
で

あ
っ
た
の
が
軍
船
で
あ
り
、
ど
の
沿
海
衛
も
定
額
と
し
て
一
衛
百
艘
程
度
の

軍
船
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
軍
船
を
用
い
て
、
沿

海
衛
は
巡
航
活
動
と
戦
守
活
動
を
主
任
務
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
巡
航
活
動

と
は
、
定
期
的
に
出
海
し
て
巡
還
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
出
海
は
、
風

が
東
北
か
ら
吹
き
、
倭
窟
の
侵
入
の
最
も
著
し
か
っ
た
、
三
・
四
・
五
月
（
大

営
）
と
九
・
十
月
（
小
派
）
の
二
期
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

巡
航
活
動
の
作
戦
を
指
揮
す
る
総
兵
官
・
副
総
兵
官
に
は
、
中
央
か
ら
派
遣

さ
れ
た
五
玉
都
督
府
の
高
級
幹
部
－
都
督
・
都
督
早
知
・
都
督
愈
畜
な
ど

一
や
勲
臣
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
た
。
巡
航
出
海
軍
は
、
各
省
で
そ
れ
ぞ
れ

一
個
を
編
成
し
、
そ
の
規
模
は
、
軍
船
五
十
艘
・
軍
兵
五
千
人
を
標
準
と
し

た
の
で
あ
る
。
一
方
、
戦
守
活
動
と
は
、
侵
入
せ
る
諸
勢
力
に
対
す
る
不
晴

の
防
衛
活
動
で
あ
り
、
こ
の
と
き
に
は
、
侵
入
の
勢
力
の
規
模
に
応
じ
て
、

地
域
を
越
え
て
大
規
模
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
一
衛
の
規
模
で
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

守
す
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
の
仕
方
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
海
防
体
制
の
一
翼
を
担
っ
た
沿
海
衛
の
活
動
の
概
要
は
、
以
上
の
ご
と
く

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
沿
海
衛
の
主
た
る
海
防
活
動
を
念
頭
に
お
い
て
、

台
州
衛
小
旗
で
あ
っ
た
被
虜
唐
僧
が
、
倭
憲
の
捕
虜
と
な
っ
た
の
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
の
も
と
で
あ
っ
た
か
を
考
え
て
み
る
と
、
火
炉
つ
ぎ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、

　
　
【
1
】
水
塞
な
ど
の
小
規
模
な
軍
事
機
関
に
派
遣
さ
れ
て
、
そ
こ
で
晴

　
　
戒
や
瞭
望
な
ど
の
海
防
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。

　
　
【
2
】
大
駈
・
小
寒
と
呼
ば
れ
る
定
期
的
な
出
海
活
動
に
従
事
し
て
い

　
　
た
。

　
　
〔
3
】
倭
憲
侵
入
と
い
う
繁
急
事
態
が
発
生
し
、
そ
の
防
衛
の
た
め
に

　
　
出
軍
し
た
。

　
こ
の
三
つ
の
ど
の
ケ
ー
ス
に
も
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
件
の
被
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掛
捨
僧
が
捕
虜
と
な
っ
た
の
は
、
「
玄
々
年
」
と
あ
る
か
ら
、
　
一
四
一
八
年

（
臼
本
応
永
二
十
五
年
・
朝
鮮
太
宗
十
八
年
目
明
永
楽
十
六
年
）
の
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
年
に
は
、
直
近
の
数
年
の
間
に
お
い
て
は
最
大
の
と
も
言
う

べ
き
大
規
模
な
倭
憲
の
侵
入
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
海
防
軍

と
し
て
の
行
動
様
式
は
、
一
様
に
右
に
上
げ
た
【
1
】
【
2
】
【
3
】
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
件
の
被
虜
唐
織
は
、
そ
の
ど

れ
に
豪
た
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
を
一
つ
に
絞
り
込
む
た
め
の
手
掛
か
り
材

料
が
な
い
の
で
、
判
断
は
留
保
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
さ
て
、
　
こ
の
年
に
起
き
た
大
規
模
な
倭
纏
の
侵
入
に
つ
い
て
は
、
『
太
宗

実
録
』
永
楽
十
六
年
五
月
半
丑
の
条
に
、

　
　
金
山
試
論
、
有
倭
紅
痛
艘
賊
七
千
余
人
、
攻
城
劫
掠
。
勅
海
道
捕
倭
都

　
　
指
揮
谷
祥
・
馬
鐸
、
令
以
兵
策
応
、
又
令
各
衛
所
固
守
城
池
、
出
郷
勿

　
　
六
出
戦
、
有
機
筆
癖
、
亦
不
可
失
、
務
出
万
全
、
又
勅
福
建
・
山
東
・

　
　
広
東
・
遼
東
建
都
諸
腰
総
兵
密
都
督
劉
江
、
督
縁
海
襲
爵
、
悉
厳
兵
備
。

と
あ
り
、
七
千
余
の
倭
窟
が
劒
掠
し
に
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

を
北
京
の
朝
廷
に
報
告
し
て
き
た
の
は
、
南
明
隷
の
金
山
衛
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
金
山
衛
だ
け
が
攻
略
さ
れ
、
損
害
を
被
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

倭
竃
の
沿
海
攻
略
の
パ
タ
ー
ン
は
、
一
ヵ
所
集
中
主
義
で
は
な
い
か
ら
、
福

建
・
山
東
・
広
東
・
遼
東
の
各
都
司
の
広
範
囲
に
亙
っ
て
防
備
を
厳
重
に
す

る
よ
う
、
皇
帝
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
金
山
衛
と
そ

の
周
辺
を
侵
略
し
た
倭
竃
は
、
必
ず
矛
先
を
転
じ
て
北
上
、
あ
る
い
は
爾
下

し
て
、
さ
ら
に
攻
撃
掠
奪
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
は
必
定
で
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
広
範
囲
に
亙
る
警
戒
態
勢
の
敷
設
を
命
じ
た
の
で
あ

っ
た
。
同
じ
く
、
丙
辰
の
条
に
は
、

　
　
勅
山
東
都
司
調
馬
歩
兵
官
軍
八
千
人
、
令
都
督
指
揮
智
慧
・
李
凱
、
統

　
　
往
縁
海
黒
影
倭
趨
、
有
功
者
奏
聞
陞
賞
、
退
避
者
即
斬
以
絢
。

と
あ
っ
て
、
五
月
に
お
け
る
倭
憲
の
侵
入
に
対
す
る
策
を
講
じ
、
山
東
都
司

に
対
し
て
、
本
来
な
ら
海
防
と
は
関
係
の
な
い
は
ず
の
八
千
入
の
馬
歩
軍
の

調
撮
を
命
じ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
も
と
も
と
軍
種
的
に
無
関
係
で
あ
る

べ
き
軍
兵
ま
で
動
員
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
の
倭
憲
の
侵

入
の
規
模
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
明
の
海
防
政

策
史
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
と
き
登
場
し
た
遼
東
総
兵
官
隠
江
は
、
積

極
的
に
沿
海
の
海
防
施
設
の
整
備
と
態
勢
の
立
て
鷹
し
に
尽
力
し
、
翌
年
六

月
、
遼
東
の
温
海
禍
で
、
三
十
余
響
の
倭
窪
船
団
に
対
し
て
殆
ど
壊
滅
に
近

い
打
撃
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
劉
江
の
撫
揮
の
も
と
、
明
軍
は
そ
の
よ
う
な
面
罵
た
る
大
勝
利
を
う
る
が
、

こ
れ
よ
り
先
の
一
四
一
八
年
（
日
本
応
永
二
十
五
鋭
：
明
永
楽
十
六
年
）
に

お
け
る
倭
憲
の
侵
入
に
際
し
て
、
そ
の
防
衛
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
道
優
麗
都
指

輝
の
谷
祥
は
、
罪
を
被
っ
て
獄
に
下
さ
れ
、
結
局
獄
死
し
た
の
で
あ
っ
た
。

倭
語
の
侵
入
か
ら
わ
ず
か
二
年
半
後
の
永
楽
十
九
年
正
月
の
こ
と
で
あ
る
．
、
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そ
の
直
接
の
罪
状
は
、
「
祥
、
倭
憲
を
備
零
す
る
に
、
病
勢
を
ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
部
属
を
培
上
し
、
指
揮
梁
海
を
杖
死
せ
し
む
」
（
『
太
宗
実
録
』
永
楽

十
九
年
正
月
丁
卯
の
条
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
褒
向
き

の
理
由
で
、
実
際
は
愚
案
に
対
す
る
防
衛
の
失
敗
の
責
任
を
聞
わ
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
く
永
楽
十
九
年
正
月
戊
子
の
条
に
よ

れ
ば
、

　
　
兵
部
言
、
広
東
都
指
揮
李
端
、
捕
倭
無
機
、
已
就
逮
。
乱
獲
選
多
肉
官
、

　
　
往
率
衆
備
倭
。

と
あ
り
、
広
東
都
指
揮
の
李
端
が
聖
霊
防
衛
の
失
敗
の
責
任
を
問
わ
れ
て
逮

捕
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
四
一
八
年
（
日
本
山
雪
永
二
十
五
年
・
明
永
楽
十
六
年
）

の
倭
窪
侵
入
は
、
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。
倭
憲
の
北
上
あ
る
い
は
南

下
に
備
え
る
た
め
に
福
建
・
三
一
・
広
東
・
遼
東
の
各
都
司
に
は
厳
戒
態
勢

の
命
令
が
で
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
爾
直
隷
や
漸
江
に
勅
が
下

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
両
地
域
に

対
し
て
、
倭
憲
が
最
初
に
襲
撃
の
対
象
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
永
楽
帝
は
、

谷
祥
と
張
翁
に
、
こ
の
両
地
域
に
対
す
る
防
衛
の
責
任
を
命
ず
る
と
と
も
に
、

こ
の
両
地
域
か
ら
さ
ら
に
他
の
地
域
に
倭
憲
侵
略
の
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ

う
に
広
東
か
ら
遼
東
に
及
ぶ
広
い
範
囲
に
亙
っ
て
の
厳
戒
態
勢
を
敷
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
、
論
叢
の
台
州
衛
が
、
倭
憲
の
襲

撃
や
そ
れ
に
対
す
る
防
衛
に
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
到
底
考
え
が
た
く
、

上
記
の
〔
1
】
【
2
】
【
3
】
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
た
と
す
る
の
が

自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
三
州
衛
の
軍
兵
だ
け
は
全
く
も
っ

て
何
の
人
的
被
害
も
出
ず
、
無
終
で
済
ん
だ
と
も
考
え
が
た
く
、
や
は
り
そ

れ
な
り
の
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
筆
者
は
、
置
畳
の
捕
虜

と
な
っ
て
対
馬
に
い
て
宋
希
環
が
み
た
と
い
う
被
虜
唐
僧
…
は
、
右
に
述
べ
た

よ
う
な
混
乱
の
状
況
下
に
お
い
て
、
倭
竃
に
拉
致
さ
れ
た
捕
虜
の
う
ち
の
一

人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
拙
稿
「
明
代
班
軍
番
上
考
」
（
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
一
心
二
二
号
、

　
　
｝
九
七
七
年
）
。

　
②
　
『
現
代
中
国
地
名
辞
典
』
（
学
習
研
究
社
、
一
九
八
一
年
）
三
一
六
買
。

　
③
　
拙
稿
「
明
代
海
防
体
制
の
運
営
構
造
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
八
一
編
第
六
号
、
一

　
　
九
七
二
年
）
。

　
④
　
拙
稿
「
明
代
海
防
体
制
の
形
成
に
つ
い
て
」
（
『
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』

　
　
創
刊
号
、
一
九
七
二
年
）
参
照
。

　
⑤
拙
稿
「
明
代
海
防
体
制
の
運
営
構
造
」
（
前
掲
）
。

　
⑥
　
拙
稿
「
明
代
海
防
体
制
の
形
成
に
つ
い
で
」
（
前
掲
）
一
七
四
頁
。

　
⑦
　
郵
若
曾
に
つ
い
て
は
、
藤
田
元
春
「
明
人
の
日
本
地
理
」
（
『
臼
支
交
通
の
研
究
』

　
　
富
山
房
、
一
九
三
八
年
）
、
田
中
健
夫
「
器
海
図
編
の
成
立
」
（
『
日
本
歴
史
』
第

　
　
五
七
号
、
一
九
五
三
年
、
の
ち
同
氏
『
中
世
海
外
交
渉
史
の
研
究
』
東
京
大
馬
出

　
　
版
会
、
一
九
五
七
年
忌
再
録
）
な
ど
が
あ
る
。

　
⑧
な
お
、
本
露
の
巻
二
に
登
載
さ
れ
た
日
本
の
朝
貢
記
事
の
信
愚
性
を
め
ぐ
る
辻

　
善
之
助
・
後
藤
秀
穂
・
小
葉
国
淳
・
田
中
健
夫
氏
ら
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

　
　
「
朔
代
海
防
戦
馬
の
形
成
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
の
補
注
1
2
（
一
入
｝
1
二
頁
）
で
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倭趨及び被虜入と明海防軍（川越）

　
言
及
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

⑨
　
海
防
濡
動
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

　
（
葡
掲
）
参
照
。五

拙
稿
「
朗
代
海
防
体
制
の
運
営
構
造
」

　
右
に
述
べ
た
推
論
に
一
定
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
四
一
八

年
に
お
け
る
倭
竃
の
大
侵
攻
に
お
い
て
は
、
相
当
数
の
、
倭
竃
に
拉
致
さ
れ

た
捕
虜
が
で
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
同
時
に
捕
虜
と
な
っ
た
よ
う
な

事
例
を
わ
れ
わ
れ
は
他
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る

設
問
に
対
し
て
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
麹
祥
と
観
音
保
の
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
こ
の
二
人
も
倭
憲
に
よ
る
被
島
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に

秋
山
謙
蔵
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
ま
ず
麹
祥
に
つ
い
て
は
、
『
正
徳
金

山
雄
志
』
に
依
拠
し
て
、

　
　
応
永
二
十
五
年
（
永
楽
十
六
年
・
　
四
「
八
年
）
僅
か
十
四
歳
の
と
き

　
　
金
山
衛
に
於
い
て
「
講
論
」
の
為
に
掠
奪
せ
ら
れ
、
更
に
日
本
に
売
却

　
　
せ
ら
れ
た
鶴
野
な
る
者
が
、
そ
の
買
主
に
愛
せ
ら
れ
て
、
そ
の
座
右
に

　
　
留
め
ら
れ
、
名
を
元
貴
と
改
め
、
妻
子
を
畜
へ
、
そ
の
後
号
徳
年
間
に

　
　
至
り
、
磐
船
に
便
乗
し
て
帰
国
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
①

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
秋
山
氏
が
依
拠
さ
れ
た
『
正
徳
金
山
霊
徳
』
の
金
山

衛
は
、
南
直
隷
の
松
江
府
に
あ
っ
て
、
洪
武
十
九
年
（
一
三
八
六
年
）
に
安

慶
侯
仇
成
な
ど
の
手
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
、
海
防
体
制
を
担
う
、
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
沿
海
衛
の
｝
つ
で
あ
る
。
本
衛
志
の
編
纂
は
、
正
徳
十
年
（
㎝
五
【
五
年
）

に
始
ま
り
、
そ
の
二
年
後
に
終
了
し
た
。
境
三
見
ら
れ
る
本
衛
志
は
、
囎
、
松

江
府
属
曝
志
二
種
』
に
『
嘉
靖
上
海
県
志
』
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
中
国
の
伝
真
社
が
、
民
国
二
十
　
年
（
一
九
三
二
年
）
に
正
徳
十
二

部
門
一
五
一
七
年
）
本
を
影
印
し
た
も
の
で
、
こ
の
と
き
伝
真
社
は
百
部
影

印
し
、
日
本
に
は
そ
の
う
ち
、
三
部
が
、
東
洋
文
庫
・
国
会
図
書
館
・
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
衛
志
は
、
上
志
・
下
志
そ
れ
ぞ
れ
三
巻
ず
つ
よ
り
な
っ
て
い
る

六
巻
本
で
あ
る
が
、
秋
山
氏
の
依
拠
さ
れ
た
麹
祥
の
伝
は
、
そ
の
下
志
二
二
、

孝
行
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
秋
山
氏
は
史
料
を
引
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
論

証
の
必
要
上
引
用
す
る
と
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
麹
祥
、
字
景
福
、
其
先
永
平
人
、
永
楽
初
、
待
父
百
戸
亮
、
調
任
金
山
、

戊
戌
値
倭
履
、
被
二
面
去
、
時
年
十
四
、
久
之
転
商
日
本
、
其
主
聞
祥

中
国
人
、
召
見
之
、
…
悦
留
左
右
、
改
名
元
〆
、
因
得
力
学
蒋
名
、
遂
為

甲
子
、
畜
妻
子
。
然
乃
心
未
一
霞
忘
家
国
也
。
屡
誠
主
入
貢
、
宣
徳
壬

子
与
使
臣
列
抵
京
、
上
疏
陳
情
雷
、
臣
夙
昔
遭
虜
、
抱
鐸
骨
肉
痛
心
、

死
生
路
梗
、
流
離
困
頓
、
蝦
虞
万
状
、
生
還
中
国
、
夫
量
由
人
、
伏
乞

賜
帰
省
侍
。
上
柔
遠
方
隆
、
不
欲
遽
留
之
、
選
評
還
国
。
詔
諭
蕃
王
、

衡
給
上
平
詣
金
山
。
乃
愚
父
昔
喪
亡
、
惟
母
存
耳
。
母
日
、
果
吾
児
、

期
耳
管
有
赤
癒
。
験
之
僑
、
然
持
抱
働
笑
非
時
悲
動
、
隣
里
薫
蒸
、
異

107　（437）



　
　
以
為
再
生
、
未
幾
重
違
。
王
命
騎
虫
、
祥
至
日
本
、
啓
以
聖
諭
。
蕃
王

　
　
允
之
、
働
遣
入
貢
、
乙
卯
達
京
師
、
復
申
前
講
。
詔
許
襲
職
帰
養
。
祥

　
　
母
子
相
輪
幾
二
十
載
。

　
永
平
（
北
直
隷
）
の
出
身
で
あ
っ
た
愛
翫
は
、
永
楽
の
初
め
、
衛
所
の
百

戸
の
職
に
あ
っ
た
父
の
麹
亮
が
金
山
衛
に
転
任
し
た
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
、

金
山
衛
に
来
、
戊
戌
の
年
即
ち
｝
四
一
八
年
（
躍
本
応
永
二
十
五
年
・
明
永

楽
十
六
年
）
に
お
け
る
塩
竃
の
侵
攻
の
際
に
掠
奮
さ
れ
て
日
本
に
転
売
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
最
盛
が
な
ぜ
倭
魑
に
掠
奪
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
秋
山

氏
は
な
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ

た
『
正
徳
金
山
衛
志
』
に
直
接
的
な
記
述
が
欠
け
る
か
ら
で
あ
る
が
、
し
か

し
こ
の
麹
祥
伝
を
補
完
す
る
好
個
の
史
料
が
、
清
・
乾
隆
一
七
年
修
の
『
金

山
県
志
』
の
中
に
見
い
だ
し
う
る
。
本
書
羅
臼
、
職
官
二
、
金
山
衛
の
項
の
、

金
山
衛
左
所
百
戸
の
名
の
中
に
、
麹
亮
父
子
の
名
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に
い
ず

れ
も
双
翼
の
説
明
が
付
さ
れ
て
あ
り
、
麹
亮
に
つ
い
て
は
、

　
　
永
平
人
、
要
事
鋤
海
象
陣
亡
。

と
あ
り
、
麹
祥
に
つ
い
て
は
、

　
　
亮
子
、
従
亮
鋤
憲
、
被
膨
至
日
本
、
帰
襲
職
。

と
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
麹
祥
が
父
麹
亮
に
従
っ
て
出
軍
し
た

こ
と
、
そ
の
と
き
父
の
方
は
陣
亡
し
、
子
供
の
方
は
倭
冠
の
補
虜
と
な
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
、
麹
祥
が
捕
虜
と
な
っ
た
年
次
は
、
｝
四
一
八
年
置
あ
っ
た

か
ら
、
父
の
陣
亡
の
年
次
も
、
同
年
の
事
で
あ
（
．
た
こ
と
が
判
明
す
る
、

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
十
四
歳
の
麹
祥
は
、
軸
重
が
侵
攻
し
て
き
た
晦
出
軍
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
き
明
か
す
た
め
に
は
、
麹
祥
の
こ
の
時
の
地

位
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
父
の
麹
亮
が
百
戸
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
麹
祥
の
家
が
軍
戸
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
と
す
る
と

麹
祥
は
こ
の
と
き
舎
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
甚
だ
大
き
い
。
舎
人
と
は
、
衛

所
の
武
職
を
継
ぐ
べ
き
人
で
あ
る
。
衛
警
官
は
世
襲
制
で
あ
っ
た
の
で
、
衛

所
制
度
を
維
持
し
て
行
く
た
め
に
、
必
ず
現
任
衛
所
官
の
あ
と
を
継
ぐ
べ
き

人
が
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
、
舎
人
は
「
将
校

の
子
弟
」
と
か
「
心
意
の
子
孫
扁
と
い
っ
た
よ
う
な
曖
昧
な
も
の
と
し
て
解

　
　
　
　
　
　
④

釈
さ
れ
て
来
た
が
、
実
際
は
衛
所
の
武
職
を
継
ぐ
べ
き
人
は
、
基
本
的
に
は

嫡
長
男
、
も
し
嫡
長
男
が
い
な
け
れ
ば
嫡
々
孫
・
嫡
次
男
の
嫡
出
の
も
の
、

嫡
出
の
も
の
が
い
な
け
れ
ば
庶
出
の
も
の
、
そ
れ
も
い
な
け
れ
ば
弟
・
堂
弟
・

姪
と
い
う
よ
う
に
、
躯
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
年
齢
的
に
も
い
ろ
い
ろ
と
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、

三
歳
程
度
の
低
年
齢
の
舎
人
も
い
れ
ば
、
三
十
歳
の
壮
年
の
舎
人
も
い
た
の

　
　
⑤

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
四
歳
で
す
で
に
舎
人
で
あ
っ
て
も
少
し
も
お
か

し
く
な
い
訳
で
あ
る
が
、
麹
祥
も
舎
人
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
父
の
百
戸

亮
に
侍
し
て
、
金
山
に
調
任
さ
る
し
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
「
、
調
任
」
と
は
転
任
の
こ
と
で
あ
り
、
百
戸
で
あ
る
父
の
麹
亮
が
某
衛
か
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ら
金
山
衛
に
移
衛
し
た
た
め
に
、
雄
心
も
金
山
衛
つ
き
の
舎
人
に
な
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
麹
祥
が
二
十
数
年
後
に
中
国
に

帰
国
し
た
と
き
、
金
由
衛
の
百
戸
の
職
を
「
襲
職
」
し
た
の
で
あ
る
。
現
「
任

蚕
纏
官
と
倉
人
と
の
問
－
・
』
お
け
る
交
代
は
、
故
（
死
没
）
か
年
老
（
六
十
歳
）

か
疾
（
病
気
）
か
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
生
存
し
て
い
る
が
老
・
疾
な
ど

で
衛
所
官
職
を
懸
人
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
を
〃
替
”
と
い
い
、
　
｝
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

死
亡
し
た
た
め
、
舎
人
が
暑
寒
官
職
を
継
い
だ
の
を
〃
襲
”
と
い
っ
た
が
、

麹
祥
が
襲
職
し
た
の
は
、
父
麹
亮
が
陣
亡
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら

中
国
に
帰
国
し
た
後
、
薫
戸
を
襲
職
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
通
り

で
あ
る
が
、
父
の
麹
亮
が
陣
亡
し
た
永
楽
十
六
年
（
一
四
一
八
年
）
か
ら
麹

祥
が
帰
国
し
襲
職
し
た
宣
徳
乙
卿
す
な
わ
ち
同
十
年
（
一
四
三
五
年
）
ま
で

の
二
十
年
近
い
年
月
、
麹
氏
の
百
戸
は
空
席
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
な
い
。
前
引
『
乾
事
事
山
県
志
』
巻
三
、
職
官
二
に
よ
る
と
、
百
戸
は
、

麹
亮
一
v
麹
賢
i
↓
麹
礼
一
v
革
綴
↓
盛
祥
の
順
に
承
継
さ
れ
て
来
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
麹
賢
は
麹
亮
の
弟
、
麹
礼
は
麹
賢
の
弟
、
麹
信
は
嘉
祥
の

堂
弟
（
父
方
の
従
兄
弟
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
続
柄
の
も
の
に
よ
っ
て
、

百
芦
の
襲
替
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
衛
里
勝
の
世
襲
制
度
の

〃
借
職
”
制
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
後
を
継
ぐ
べ
き
嫡
出
の
子
が
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

く
、
そ
れ
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
臨
時
的
措
鐙
で
あ
っ
た
が
、
麹
氏
の
場
合
は
、

建
前
と
し
て
は
、
倭
竃
の
捕
露
と
な
っ
た
麹
洋
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
一
時

的
心
立
と
し
て
の
〃
借
職
”
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
麹
祥
の

奇
跡
的
な
帰
国
の
後
、
本
来
麹
亮
の
子
と
し
て
、
そ
の
承
継
の
優
先
権
の
最

も
あ
る
べ
き
麹
祥
が
、
父
の
百
戸
を
継
い
だ
訳
で
あ
り
、
百
戸
の
職
が
か
れ

に
“
還
与
”
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
借
適
し
て
い
た
麹
信
は
、
ザ
無
界
の
職
を
旧

事
に
“
退
還
”
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
衛
所
官
の
世
襲
制
度
に
も
と

つ
く
、
麹
祥
の
蕎
戸
の
襲
職
を
踏
ま
え
る
と
、
麹
祥
が
倭
憲
の
捕
虜
に
な
る

以
葡
は
、
父
麹
亮
の
百
戸
の
後
を
継
ぐ
べ
き
舎
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
全
く
疑

う
余
地
も
な
い
の
で
あ
る
。
本
来
百
戸
の
職
を
継
ぐ
べ
き
で
あ
っ
た
輪
編
に

戻
っ
て
き
た
蕎
戸
の
職
は
、
麹
祥
の
後
は
墨
壷
i
↓
麹
綱
の
順
に
襲
替
さ
れ

て
い
っ
た
こ
と
が
、
前
掲
『
乾
隆
金
山
合
志
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
そ

の
続
柄
の
記
載
は
な
い
。
続
柄
の
記
載
欠
如
は
、
借
貸
で
は
な
い
本
来
の
襲

替
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
こ
の
と
き
麹
祥
は
十
四
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
舎
人
が
も
し
三

歳
や
五
歳
で
、
死
亡
し
た
衛
所
窟
の
後
を
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

と
き
、
そ
の
よ
う
な
幼
子
が
そ
の
職
務
を
ま
っ
と
う
で
き
る
わ
け
が
な
い
。

そ
の
た
め
、
し
か
る
べ
き
年
齢
に
達
す
る
ま
で
、
実
務
は
免
除
さ
れ
て
、
継

ぐ
べ
き
置
所
官
職
の
俸
給
の
み
全
額
支
給
さ
れ
た
。
こ
れ
を
暴
騰
舎
人
と
い

う
が
、
そ
の
し
か
る
べ
き
年
齢
と
は
、
旧
宮
の
子
孫
が
十
四
歳
、
新
官
の
子

孫
が
十
五
歳
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
旧
官
・
新
官
の
子
孫
そ

れ
ぞ
れ
の
襲
職
の
年
齢
も
、
前
渚
が
十
五
歳
頃
後
春
は
十
六
歳
と
雷
う
こ
と
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⑧

に
な
る
訳
で
あ
る
が
、
十
四
歳
と
い
う
年
齢
は
、
旧
官
の
子
孫
で
あ
る
な
ら

ば
、
優
給
の
最
終
年
齢
で
あ
り
、
期
年
か
ら
は
実
際
に
愚
亭
官
職
を
継
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
年
齢
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
無
条
件
に
舎
人
は
衛
所
官
職
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き

た
訳
で
は
な
い
。
楽
該
舎
人
に
関
し
て
、
そ
の
所
属
衛
が
保
送
・
保
勘
す
な

わ
ち
保
証
・
推
薦
し
、
本
人
が
兵
部
に
出
頭
し
、
兵
部
は
本
人
自
身
の
人
と

な
り
や
本
人
に
至
る
ま
で
の
そ
の
家
の
中
腰
を
調
べ
、
さ
ら
に
そ
の
舎
人
が

旧
官
の
子
孫
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
上
に
、
「
黄
蓮
」
と
い
う
試
験
を
う
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
、
そ
れ
に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
十
四
歳
と

い
う
年
齢
は
、
通
常
な
ら
す
で
に
武
芸
を
　
通
り
習
得
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
年
齢
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
麹
祥
は
、
倭
竃
の
捕
虜
と
な
る
以
前

は
、
父
の
麹
亮
が
健
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
ま
だ
単
に
舎
人
で
あ
っ
た
だ
け
で

あ
る
と
し
て
も
、
～
四
一
八
年
の
雲
上
侵
攻
の
際
に
は
、
十
四
歳
と
い
う
年

齢
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
合
い
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
で
、
自
主
的
か

強
制
的
か
は
判
断
し
得
な
い
が
、
倭
憲
防
衛
へ
の
参
潴
は
十
分
あ
り
得
る
も

の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
「
舎
人
歯
痛
」
と
称
せ
ら
れ
て
、

舎
人
の
地
位
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
い
に
参
加
し
た
事
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
な

晦
・
そ
の
よ
う
な
・
舎
人
で
あ
り
な
が
ら
も
・
戦
功
を
あ
げ
る
と
・
や
は
り

昇
進
の
対
象
と
な
る
が
、
そ
の
後
、
〃
襲
”
に
し
ろ
〃
替
”
に
し
ろ
、
祖
職

と
し
て
の
衛
所
官
職
を
継
ぐ
段
に
な
る
と
、
自
分
自
身
の
戦
功
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

つ
ま
り
「
舎
人
女
功
」
に
よ
っ
て
得
た
武
職
は
開
除
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
舎
人
の
存
在
形
態
を
勘
案
す
れ
ば
、
直
壁
の
大
侵
攻
と
い

う
事
態
の
発
生
に
お
い
て
、
舎
人
の
動
員
が
全
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
考

え
が
た
い
の
で
あ
る
。
件
の
倭
竃
侵
攻
の
翌
年
、
金
山
衛
が
、
倭
船
が
海
上

を
往
来
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
来
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
永
楽
帝
は
す

ぐ
に
対
応
策
と
し
て
、
厳
重
な
備
え
を
な
す
よ
う
に
と
、
山
東
の
縁
海
衛
所

に
勅
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
勅
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

　
　
命
法
事
、
出
帆
犯
死
罪
以
下
囚
、
運
確
贈
罪
、
以
罪
軽
重
為
多
寡
、
運

　
　
畢
・
、
軍
民
釈
放
、
官
蕾
又
佑
俣
職
役
。
　
（
『
太
増
殖
実
録
』
・
氷
楽
十
七
年
六
月
丁

　
　
丑
の
条
）

と
あ
っ
て
、
海
岸
線
に
確
を
積
み
上
げ
る
作
業
に
囚
人
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
永
楽
帝
が
、
単
な
る
倭
船
の
海
上
往
来
に
対
し
て
、
異
常
な
ほ

ど
の
反
応
を
示
し
て
、
対
陣
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
は
、
逆
に
雷
え
ぱ
、
前

年
の
倭
冠
侵
攻
が
い
か
に
大
規
模
で
、
か
つ
雷
管
に
大
損
害
を
与
え
た
も
の

で
あ
る
か
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
し
、
そ
の
前
車
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め

に
、
贈
罪
と
引
き
換
え
に
囚
人
ま
で
動
員
し
て
、
防
衛
線
を
強
固
に
し
ょ
う

と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
箭
年
一
四
一
八
年
に
お
け
る
倭
憲
侵

攻
が
、
こ
の
よ
う
な
反
応
を
惹
起
す
る
事
件
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
危

機
的
状
況
の
中
で
十
四
歳
の
舎
人
が
動
員
さ
れ
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
な

こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
麹
祥
は
、
決
し
て
座
し
た
ま
ま
捕
虜
に
な
っ
た
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の
で
は
な
く
、
戦
闘
に
参
加
し
て
、
不
運
に
も
倭
憲
に
拉
致
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
と
も
あ
れ
、
一
四
一
八
年
の
倭
竃
侵
攻
に
お
い
て
、
父
は
倭
窟
と
の
戦

い
で
討
ち
死
に
し
、
子
は
倭
竃
に
拉
致
さ
れ
て
日
本
に
転
売
と
い
う
悲
劇
を

生
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
、
観
音
保
の
ケ
…
ス
を
見
て
み
よ
う
。
観
音
保
に
つ
い
て
、
秋
山

馬
は
、
昭
和
七
年
（
｝
九
三
二
年
）
に
発
表
さ
れ
た
「
「
倭
憲
」
に
よ
る
朝
鮮
．

支
那
人
奴
隷
の
掠
奪
と
そ
の
送
還
及
び
売
買
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
第
二
巻

第
八
号
）
の
中
で
、

　
　
文
安
四
年
五
月
、
博
多
の
商
人
宗
金
に
随
っ
て
入
温
し
た
支
那
人
観
音

　
　
保
は
、
も
と
金
山
衛
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
十
四
才
の
時
「
倭

　
　
憲
」
に
捕
へ
ら
れ
、
博
多
（
花
加
島
）
に
約
三
十
年
も
居
た
後
、
望
郷

　
　
の
念
か
ら
、
宗
金
の
来
鮮
に
伴
ひ
、
帰
圏
を
志
し
た
も
の
で
あ
り
、
（
三

　
　
九
頁
）

と
の
べ
、
ま
た
そ
の
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
前
掲
の
「
謡
曲
『
唐
船
』
と
倭
窟
」

の
中
で
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
蘇
蜜
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九

一
年
に
発
表
さ
れ
た
関
周
一
氏
の
前
掲
論
文
「
倭
竃
に
よ
る
被
虜
人
の
性
格

を
め
ぐ
っ
て
」
の
申
で
も
、

　
　
世
宗
二
十
九
（
…
四
四
七
）
年
、
博
多
商
人
上
金
に
従
い
、
朝
鮮
に
来

　
　
た
観
音
保
は
、
金
出
衛
の
人
で
あ
っ
た
が
、
十
四
歳
の
時
倭
憲
に
捕
え

　
　
ら
れ
、
花
加
島
（
博
多
）
に
三
十
余
年
抑
留
さ
れ
た
と
い
う
。
（
十
三

　
　
頁
）
　
．

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
観
音
保
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
『
朝
鮮
世
事
実

録
』
巻
　
一
六
、
世
宗
二
十
九
年
五
月
丙
辰
の
条
の
、

　
　
礼
曹
啓
、
宗
金
帯
来
唐
人
観
音
保
雷
、
本
住
金
山
衛
、
年
十
四
、
被
携

　
　
到
花
加
島
、
留
三
十
余
年
、
思
恋
郷
土
、
墾
南
宗
金
面
来
。

と
あ
る
の
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
世
宗
実
録
』
の
記
事
を
素
直

に
読
め
ば
、
確
か
に
秋
由
氏
や
関
氏
の
記
述
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

観
音
保
が
金
山
衛
に
居
た
こ
と
の
意
味
や
十
四
歳
と
い
う
年
齢
の
も
つ
意
味

を
考
え
る
と
、
単
に
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
観
音
保
の
別
な
顔
も
浮
か
ん
で
く

る
の
で
あ
る
。
観
音
保
の
素
性
や
右
上
の
捕
虜
と
な
っ
た
背
景
な
ど
に
つ
い

て
は
、
前
述
の
麹
祥
の
ケ
ー
ス
を
参
照
す
れ
ば
、
十
分
で
あ
ろ
う
。
但
し
、

前
引
『
乾
隆
金
山
県
志
』
に
は
、
観
音
保
の
名
は
見
い
だ
せ
な
い
。
尤
も
本

書
の
職
官
に
見
え
る
の
は
百
戸
以
上
で
あ
る
か
ら
、
観
音
保
の
家
が
百
戸
以

下
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
観
音
保
は
通
称
で
、
本
来
の
姓
名
は
別
で
あ
っ

た
か
の
い
ず
れ
か
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
観
音
保
が
捕
虜
と
な
っ
た
の
は
、
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

観
音
保
自
身
の
告
白
に
よ
れ
ば
、
李
朝
世
宗
二
十
九
年
（
一
四
四
七
年
）
の

時
点
で
、
博
多
に
三
十
余
年
留
ま
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
逆
嘉
す
れ
ば
、

一
四
一
七
年
前
後
の
こ
と
に
な
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
前
後
で

金
山
衛
に
対
す
る
大
侵
攻
が
あ
っ
た
の
は
、
一
四
～
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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・
ド
ぶ
ノ
れ
ば
、
観
音
保
が
倭
憲
に
泣
致
さ
れ
た
の
は
、
麹
祥
の
拉
致
と
岡
年
の

可
能
性
が
甚
だ
高
い
の
で
あ
る
。
最
初
に
述
べ
た
、
鰐
馬
に
い
た
被
虜
庸
僧

が
倭
憲
の
捕
虜
と
な
っ
た
の
が
、
同
じ
｝
四
一
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、

被
豪
猛
僧
と
黒
鼠
と
観
音
保
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
年
次
の
倭
学
の
隅
じ
侵
攻

に
お
い
て
不
幸
に
も
捕
虜
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
と
も
と
バ
ラ

バ
ラ
の
事
例
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
倭
竃
の
一
つ
の
侵
攻
に
よ
っ
て
覇
特
期

に
捕
虜
と
な
り
、
あ
る
も
の
は
対
馬
に
、
あ
る
も
の
は
博
多
で
と
い
う
よ
う

に
、
異
國
の
地
で
浪
々
の
長
い
月
日
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
ご
と
く

考
え
ら
れ
、
一
本
の
線
に
繋
が
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
る
。

①
　
秋
由
門
氏
、
晶
馴
旧
掲
込
㎜
文
、
六
工
百
ハ
。

②
　
拙
稿
「
弱
代
海
防
体
制
の
形
成
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
一
七
五
頁
。

③
『
正
徳
金
山
衛
士
心
』
の
編
纂
事
情
・
内
容
・
刊
灘
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

　
拙
稿
「
衛
士
心
考
」
（
『
軍
事
史
学
』
第
九
巻
第
二
暑
、
一
九
七
三
年
、
の
ち
拙
著
『
中

　
圏
典
籍
研
究
』
濁
揚
刊
行
会
、
　
一
九
七
八
年
に
収
録
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④
清
水
泰
次
「
明
代
軍
屯
の
崩
壊
」
（
『
史
観
』
第
五
号
、
一
九
三
三
年
、
の
ち
同

　
氏
『
明
代
土
地
捌
度
史
研
究
』
大
安
、
　
　
九
六
八
年
に
再
録
）
、
呉
治
「
明
代
的

　
軍
兵
」
（
『
中
麗
祇
会
経
済
史
集
潤
』
五
…
二
、
　
一
九
三
七
年
、
の
ち
同
氏
『
読
史

　
割
記
臨
北
京
、
生
活
読
書
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
五
六
年
に
再
録
）
、
解
割
白
「
賜

　
代
衛
所
制
度
興
衰
考
」
（
『
説
文
刃
刊
無
二
…
九
～
十
二
、
一
九
四
〇
、
四
～
年
、

　
の
ち
包
遵
彰
憲
編
『
明
史
論
著
閥
・
明
代
政
治
』
台
北
、
学
生
書
局
、
民
国
五
七

　
年
に
再
録
）
、
陳
宝
石
「
賜
代
衛
所
的
軍
」
（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
雷
研
究
所
集

　
刊
』
第
四
八
本
第
二
分
柵
、
一
九
七
七
年
）
な
ど
参
照
。

ゆ
　
拙
幅
稿
［
明
代
輪
編
の
舎
人
に
つ
い
て
一
「
衛
選
簿
扁
の
分
析
を
通
し
て
…
」
　
（
『
中

　
央
大
鱒
亨
文
一
半
部
紀
葡
ズ
』
山
人
繰
ザ
科
第
罵
一
一
切
写
、
　
～
九
・
八
六
加
十
）
。

⑥
拙
稿
「
明
代
衛
所
官
の
借
職
と
世
襲
制
度
」
（
飼
掲
）
五
凶
頁
。

⑦
　
拙
稿
「
明
代
衛
所
官
の
借
職
と
世
襲
講
度
」
（
葡
掲
）
参
照
。

⑧
新
官
・
鰻
官
の
区
別
は
永
楽
帝
が
磨
出
し
た
も
の
で
、
下
官
と
は
、
洪
武
三
二
年

　
～
三
五
年
の
奉
天
征
討
つ
ま
り
靖
難
の
役
に
お
い
て
燕
子
二
二
と
し
て
参
戦
し
、

　
功
を
え
て
陞
職
し
た
衛
所
官
を
さ
し
、
旧
官
と
は
そ
れ
以
前
に
陞
職
し
た
衛
所
官

　
お
よ
び
永
楽
元
年
以
降
功
を
え
た
も
の
を
さ
す
、
と
い
う
高
覧
が
な
さ
れ
た
。
こ

　
う
し
た
区
溺
に
よ
る
、
舎
入
の
優
給
終
了
年
齢
・
襲
職
年
齢
に
対
す
る
処
遇
の
相

　
違
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
代
衛
所
の
薪
官
と
そ
の
子
孫
に
つ
い
て
一
と
く
に
優

　
遇
措
置
の
施
行
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
臨
史
学
科
第
蹉
三
号
、

　
一
九
八
八
年
）
で
考
察
し
た
。

⑨
　
拙
稿
「
明
代
衛
所
官
の
借
職
と
世
襲
側
度
」
（
前
掲
）
、
「
閣
代
衛
所
の
新
官
と

　
そ
の
子
孫
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
。

⑩
拙
稿
「
明
代
衛
所
の
舎
人
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
。

⑪
　
同
訓
。

凸ノ、

　
以
上
に
述
べ
て
来
た
三
人
置
被
虜
人
の
存
在
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
秋

山
氏
の
紹
介
以
来
、
と
み
に
人
口
に
膿
目
し
た
こ
と
で
あ
り
、
現
在
で
は
別

に
嗣
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
木
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
些
　
細
な
伝

記
的
史
料
の
中
に
賜
代
勾
当
制
度
に
か
か
わ
る
断
片
的
用
語
を
晃
い
だ
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
配
所
制
度
の
有
り
様
と
明
の
写
影
に
挺
す
る
政
策
を
踏
ま

え
て
、
こ
の
竺
人
の
素
性
・
倭
驚
の
捕
虜
と
な
っ
た
状
況
な
ど
を
推
察
し
た
。
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そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
来
歴
な
ど
の
側
翻

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
捕
虜
と
な

っ
た
の
で
は
な
く
、
一
四
一
八
年
に
お
け
る
倭
魑
の
大
侵
攻
に
お
い
て
、
岡

時
に
捕
虜
と
な
っ
た
も
の
と
推
測
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
倭
憲
の
掠
奪
の
対
象

と
な
・
た
の
は
・
単
に
襲
捷
だ
け
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
殉
・
捕

虜
と
い
う
点
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
軍
陣
も
轟
然
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
海
防
活
動
を
主
任
務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
沿
海

衛
の
捕
所
官
軍
は
、
藏
接
の
戦
闘
要
員
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
倭
竃
の
捕
構
に

な
る
危
険
性
は
甚
だ
高
か
っ
た
の
で
あ
り
、
先
の
三
人
は
、
そ
の
好
士
の
事

例
と
い
え
よ
う
。

　
①
例
え
ば
、
秋
山
謙
蔵
「
謡
曲
『
唐
船
』
と
「
飾
縄
ヒ
（
前
掲
）
六
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
大
学
文
学
部
教
授
　
二
王

’

倭冠及び被虜人と明海防軍（川越）
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